
200m 

ＪＡ 

登
山
道 

 山宮浅間神社と御神幸道をたずねるコース 
－ みどころ － 

山宮浅間神社は富士山を望む遥拝所と考えられており、いまも本殿はない。
また、ここにはかつて浅間大社と山宮とを祭神が往復した御神幸道が通う。 
富士山信仰の歴史を辿る。 

             みどころポイント  神社    石造物      

配水池施設の
間の道に入る 

距離：約5km  所要時間：約2時間 

マークの凡例： 観察ﾎﾟｲﾝﾄ 説明板 ﾄｲﾚ 駐車場 寺院 神社 

  石造物 ﾙｰﾄ 世界遺産「富士山」構成資産 
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問い合わせ先：富士宮市教育委員会 〔電話 0544-22-1111(代)〕  

⑥西村
にしむら

の道祖神 

山宮
や ま み や

一区区民館前にある。山宮地区には双

体道祖神や文字道祖神が数多くある。 

⑦ 向
むかい

の双体道祖神 

万延元年（1860）造立。男神像が右に、女神像

が左にある双体道祖神である。 

⑪山神宮 

山の神を祀る石の祠がある。市内では、１月
１７日の山の神の祭りの際に弓矢を作って奉
納する場所が多い。 

①山宮浅間神社 

国指定史跡「富士山」・世界遺産「富士山」の
構成資産のひとつ。 

富士山そのものを御神体として拝むための場

所「遥拜所
よ う は い じ ょ

」だと考えられている。境内に本殿

はない。風の神のたたりがあるため昔から本

殿は造られないといわれている。 

参道には、山宮御神幸の際に神がよりついた

鉾を置いたとされる「鉾立
ほ こ た て

石」がある。 

②紅葉
も み じ

天神 

お堂の前にあるカエデの古木は、昔、村山の

法印（僧侶）が突きたてた紅葉の杖が根付いた

ものだという。お堂には法印の像が祀られて

おり、紅葉天神と呼ばれている。 

③山宮薬師寺 

「薬師寺」と呼ばれているので、古いお寺があっ

た場所だと思われる。入口には大きな庚
こ う

申
し ん

塔

がある。 

⑧中沢
なかざわ

の道祖神 

天保８年（1837）造立。中沢八幡宮の前にある。

右に笏
しゃく

らしき物を持つ男神像があり、左に女

神像が刻まれている。 

⑨御神幸
ご し ん こ う

道と標石 

かつて、現富士山本宮浅間大社の春秋の祭

礼のとき、祭神が山宮浅間神社まで往復す

る「山宮御神幸」が行われた。祭神が往復に

通った道筋（御神幸道）には、１丁（約１０９m）毎

に標石（丁目石）が置かれた。これは浅間大社

から数えて４７丁目の丁目石になる。 

⑩市内最古の道祖神 

元禄２年（1689）造立。年号の分かる道祖神と

しては市内最古のものだが、損傷が激しく現

在は解読できない。この地域ではどんど焼き

のときに道祖神を火中に投じるため、破損し

たものが見られる。 

④山宮・万野
ま ん の

用水 

水のない山宮や万野原
ま ん の は ら

新田では遠く離れた芝

川から用水を引いた。しかし長い距離を流れる

ため漏水も多く、また田植え時期などに上流部

で水の使用量が増えると、山宮では農業用水

が不足し、さらに下流の万野原新田では生活

用水も不足したという。 

⑤西村の八幡宮 

武の神・農業の神である八幡神（応神天皇）を

祭神とする。山宮地区には、他にも八幡宮を

氏神とする集落がある。 


	Ｍコース（表）_２校
	Ｍコース（裏）_２校.pdf

